
DATE ELEMENTARY SCHOOL 

 

 

 

主な学校のあゆみ 【受賞歴】 

R 2 

R 1 

H30 

H26 

H24 

H23 

H15 

H14 

 

H12 

 

H 4 

S57 

 

S50 

S48 

S47 

S37 

S32 

S27 

S22 

S16 

S 7 

S 3 

T14 

M24 

多目的ホール完成 

新体育館完成 

学校力向上に関する総合実践事業 

北海道道徳教育推進校公開研究会 

創立 140 周年記念式典 

学校耐震化工事 

「プラネタリウム」改修 

創立 130 周年記念式典 

記念写真集「万朶の薫り」発刊 

有珠山噴火による避難所指定 

２階渡り廊下にて入学式実施 

創立 120 周年記念式典 

創立 110 周年記念式典 

「ことばの教室」開設 

「健康の像」除幕式 

創立 100 周年並新校舎落成記念式典 

新校舎落成 

創立 90 周年記念式典 

伊達西小学校新設され、通学区分割 

創立 80 周年記念式典 

「伊達小学校」と改称 

「伊達国民学校」と改称 校歌制定 

創立 60 周年記念式典 校旗制定 

改築校舎落成 

「実業専修学校」併設 

「紋鼈尋常高等小学校」と改称 

官立有珠郡学校開設 

R 4 

 

R 3 

 

 

R 2 

 

R 1 

H29 

 

H28 

H27 

H25 

H24 

H22 

H19 

H16 

H14 

H12 

H11 

H10 

H 7 

H 3 

H 3 

H 元 

S61 

S58 

日本教育公務員弘済会北海道支部教育研

究実践論文表彰（準特選） 

日本教育公務員弘済会北海道支部教育研

究実践論文表彰（準特選） 

北海道教育実践表彰受賞 

実用数学技能検定グランプリ奨励賞受賞 

胆振管内教育実践表彰受賞 

伊達市教育実践表彰受賞 

伊達市教育実践表彰受賞 

第 76回全日本学生児童発明くふう展 豊田佐吉賞受賞 

一般社団法人北海道発明協会会長賞 

北海道発明工夫教育連盟会長賞 

日教弘教育研究論文準特選 

第 10 回全日本年賀状コンクール学校賞 

文科省学力向上実践研究推進事業公開研 

北海道花いっぱいコンクール最優秀賞 

国立教育政策研究所指定公開研 

幼小連携に関する総合的調査研究公開研 

豊かな心を育む教育中央フォーラム発表 

文科省豊かな心を育む教育中央ﾌｫｰﾗﾑ発表 

才能開発実践教育賞 

最良ＰＴＡ文部大臣表彰 

北海道体力つくり最優秀賞 

日本ＰＴＡ連合協議会会長表彰 

全国健康優良校中央表彰 

全国道徳と特別活動の教育研究賞優秀賞 

北海道教育実践表彰 
 

児童数・職員（R5.4 現在） 

学 年 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 
知的障がい 

(はるにれ) 

自閉症・ 

情緒障がい 

(けやき) 

肢体不自由 

(もみじ) 

病弱・虚弱 

(ぽぷら) 
計 

児童数 64 98 71 68 74 92 14 14 1 0 496 

家庭数 42 66 53 50 72 90 8 14 1 0 396 

学級数 2 3 3 2 3 3 2 2 1 0 21 
 

校   長 花 田 啓 光 ６ － ３ 佐 藤 寛 太 

支 援 員  

市 居 ひろみ 

教   頭 小 林 博 幸 

は る に れ 

藤 田 祐 之 合 田 寛 子 

主 幹 教 諭 渡 辺 隆 之  門 前 朱 夏 鳴 海 摩里子 

教 務 主 任 藤 井   健 ◎中 里 絵 里 平 山 由 紀 

１ － １ ◎松 並 柚 花 

け や き 

 藤 島 音 羽 

介 護 員 

後 藤 千寿子 

１ － ２ 黒 川 久美子 石 崎 恵 美 高 島 浩 子 

２ － １ 佐 藤 将太郎 遠 藤 涼 介 高 橋 久美子 

２ － ２ ◎古 水 由紀美 も み じ  坂 本 武 蔵 三 浦 満智子 

２ － ３ 草 開 克 大 特支副担任 ○岸   拓 史 
業 務 職 員 

佐々木 綾 子 

３ － １ ◎渡 部 友 理 中学年算数 TT  川 野 静 果 岩 間 雅 敏 

３ － ２  酒 井 健太郎 ５年生副担任・理科専科 八 木   望 給 食 配 膳 堀 口 る み 

３ － ３ 大 西 優 香 ６年生副担任・外国語専科 水 落   香 スクールサポートスタッフ 和 﨑   薫 

４ － １ 妻 木 茉 実 初任者指導 田 仲 英 明 幼児ことばの教室 門 真 佐知子 

４ － ２ ◎沼 田 有 記 
ことばの教室 

◎刀 祢 由 佳   

５ － １ 岩 佐 亮 太 上 野 綾 香   

５ － ２ 宮 宅 紗 良 事務職員  小 倉   茂   

５ － ３ ◎髙 田 大 央 養護教諭  野 崎 理恵子   

６ － １ ◎市 嶋 広 恵 栄養教諭  膳 法 竜 太   

６ － ２ 藤 井 涼 介 時 間 講 師 安 藤 花 蓮   

DATE ELEMENTARY SCHOOL 
 

伊達小学校は地域とともにある学校です！ 
保護者や地域の皆様、及び幼中高と連携しながら、教育活動を進めてまいります。地

域の誇りとなる学校づくりを目指していきます。 
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域

の 

サ
ポ
ー
ト 

ＰＴＡ コミュニティ・スクール スタディボランティア 
 保護者の皆様の協力

で、子供たちは楽しく過

ごすことができます。 

 秋の「友愛の広場」は、

伊達小の子も、地域の子

も集まる一大イベント！ 

 本校では「学校運営協

議会」を設置し、学校を

よりよくしていくための

助言をいただいておりま

す。 

 

 

 伊達小には、「ふるさと

先生」「図書ボランティ

ア」「美術ギャラリーボラ

ンティア」「環境支援ボラ

ンティア」などの協力者

がいっぱい！ 

Everything Consist by your cooperation.  Your cooperation makes everything. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―明治 5 年― 

 

教
育
は 

 
 

家
庭
の
教
え
で
芽
を
出
し 

 
 
 

学
校
の
教
え
で
花
が
咲
き 

 
 
 

 

地
域
の
教
え
で
実
が
成
る 

Education is such things… 

The education in a home makes a bud come 

out.  

The education in a school makes a flower 

bloom. 

 The education in a community makes a fruit. 

この学校案内は、伊達小 web page からカラーでご覧になれます。 

伊達市立伊達小学校          

学級数：21（特別支援学級 5）学級 

児童数：496 人 

教職員数：51 人                        

住所：〒052-0023 伊達市元町７８番地１ 

TEL：（0142）23-3033 

FAX：（0142）23-0689 

E-MAIL：datesho@ed.city.date.hokkaido.jp 

WEB PAGE： http://www.city.date.hokkaido.jp/kyoiku/detail/00001165.html 

（令和 5 年４月現在） 

DATE ELEMENTARY SCHOOL         

CLASS：21（Incl. special needs education class 5) 

NUNBER OF STUDENTS：496 

NUMBER OF STAFFS：51                             

ADDRESS：78-1 Moto-machi, Date-shi, Hokkaido, 052-0023 

TEL：+81-142-23-3033 

FAX：+81-142-23-0689 

E-MAIL：datesho@ed.city.date.hokkaido.jp 

WEB PAGE： https://www.city.date.hokkaido.jp/kyoiku/detail/00001165.html 

（Apr. 2023） 

「学校運営協議会」 「ふるさとふれあいイベント」 ＰＴＡ「友愛の広場」 

 
 

2023 学校案内 今年で創立１５１周年を迎えます 

校訓「強く 正しく 朗らかに」 

必ズ邑ニ不学ノ戸ナク 

家ニ不学ノ人ナカラシメンコトヲ期ス 

勉強がわかりたい 

人の役に立ちたい 

だれからも認められたい 

みんなに大切にされたい 

自分のことを理解されたい 

自分に関心をもたれたい 

自分のことを信頼されたい 

： 

―こんな子供の思いを大切にしますー 

 能動的・向上的で、夢やあこがれをもち、未来を志向し

て、伸びていく存在 

みんなで育てましょう 伊達小の子供を 
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校 歌 School Song 

作
詞 

土
井 

晩
翠 

作
曲 

東
京
音
楽
学
校 

昭和 15 年 12 月、北海道長官に「校歌採用についての申請」

をし、文部省により認可され、昭和 16 年に制定されました。 



DATE ELEMENTARY SCHOOL 
 

伊
達
小
の
一
年
の
流
れ 

１学期 
 ４月  入学式 参観日 

 ５月  １年生を迎える会 

 ６月  運動会 

 ７月  宿泊学習（５年） 

 

２学期 
 ９月  遠足（１～３年） 

１０月  修学旅行（６年）  

学芸会 

１２月  参観日 

 

３学期 

 ２月  ６年生を送る会 参観日 

 ３月  卒業式 修了式 
 

□■知・徳・体のバランスのとれた教育課程を■□ 
子どもたちの学習を支える環境・体制 Support System for Study 

◆標準時数を超える授業時数確保 

◆中学年での算数科少人数指導 

◆外国語及び高学年理科・書写での専科授業 

◆各種検定（漢検・数検・英検）実施 

◆これからの時代を見据えた言語活動 

◆コミュニケーション能力の育成 

◆基礎・基本の習得→活用の授業 

◆一人一台端末、ＩＣТ環境の整備による、子供一人一人に適した深い学びの実現 

心をはぐくむ環境・体制 Mental Support System 

○「特別の教科 道徳」の工夫・改善 

○道徳性を養う掲示活動を全校体制で 

○「心を育てる標語づくり」 

○「考え、議論する」授業で、自分を見つめる 

○豊かな体験活動 

○地域の方々とのふれ合い・異年齢交流 

○幼稚園・保育所との通年交流 

○子ども理解支援ツール「ほっと」を活用し、児童理解を促進 

体をつくる環境・体制 Physical Support System 

★縄跳びをはじめとする日常的な「体力つくり」 

★全学年「体力テスト」の実施・考察 

★栄養教諭を中心とした「食育指導」 

★「早寝・早起き・朝ごはん」の推進 
 

□■知・徳・体をはぐくむ伊達小カリキュラム■□ 
 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

各
教
科
の
時
数 

国  語 306 315 245 245 175 175 

社  会 / / 70 90 100 105 

算  数 136 175 175 175 175 175 

理  科 / / 90 105 105 105 

生  活 102 105 / / / / 

音  楽 68 70 60 60 50 50 

図画工作 68 70 60 60 50 50 

家  庭 / / / / 60 55 

体  育 102 105 105 105 90 90 

道  徳 34 35 35 35 35 35 

特別活動 34 35 35 35 35 35 

総合的な学習の時間 / / 70 70 70 70 

外国語 

外国語活動 
/ / 35 35 70 70 

予備時数 85 85 65 60 49 32 

合  計 935 995 1045 1075 1079 1062 

文科省標準時数 850 910 980 1015 1015 1015 

 

 

 

DATE ELEMENTARY SCHOOL 

□■（知）学力向上のための手立て■□ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□■（徳）基本的な生活習慣確立のために■□ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□■（体）基本的な生活習慣確立のために■□ 

「体力テスト」で体力面の課題をチェック！ 
 全校で「体力テスト」に取り組みます。そこから見える課題を解決していけるよう、

体力つくりの計画を立てていきます。 

 昨年度の体力テストで見えた本校の課題は、 

① 走力  ② 俊敏性  ③ 投力 

 これらを今年度向上させる取組を進めていきます！ 

「パワーアップチャレンジ」「いぶりンピック」に挑戦 
 週に 1 回を目安に体育の授業の始めに、５分間程度の体力つくり運動を行います。 

 また道教委主催の「いぶりンピック～なわとび３分トライ」に取り組みます。 

「体力テスト」の器具設置週間（体力チェックウィーク） 
 ８月に体力テストの器具設置週間を設けます。 

過去の体力テストの結果と比べて、自分の体力がどれぐらい変化したかを確かめる

ことで体力向上に対する意欲を育てます。 

 

 

 

 

 

DATE ELEMENTARY SCHOOL 

□■伊達小学校の特別支援教育■□ 

Special support education class of Date Elementary School 2020 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□■身体の安全・安心に配慮した伊達小の１年■□ 

学校周辺の安全確保 
■児童の登下校の際は、地域の防犯ボランティア、各自治会、市交通指導員、スクー

ルガードリーダー、ＰＴＡ育成部、教職員で安全を確保しています。 

■児童が学校にいる間は、児童玄関を施錠しています。 

学校内の安全確保 
■「不審者対策教室」「避難訓練（火災、地震、津波）」を実施しています。 

■「交通安全教室」を実施し、校外でも安全に暮らすための学習を行っています。 

■「状況別対応マニュアル」を作成し、児童の安全にかかわる諸問題・事故が発生し

た場合の対応について、教職員内で周知徹底を図っています。 

■休み時間には、教職員が校内外を見回る体制をとっています。 

 

□■「いじめ」は絶対に許さない！■□ 

教育相談室の設置 
「教育相談ポスト」を設置し、いつでも子供の相談にのる体制を準備しています。

ポストへの投函がなくても、「あれ？」と思ったら、それはいつでも教育相談のきっ

かけです。 

子供の心を見取るために 
「道徳アンケート」「いじめ実態調査」「児童による授業評価」「子ども理解支援ツー

ル『ほっと』」を実施します。アンケートを実施することで、客観的な児童理解も進

め、一人でも多くの子の「なやみごと」に手を差し伸べる体制を作っています。 

いじめ防止対策基本方針 
「いじめ防止対策推進法」に則り、「伊達小学校いじめ防止対策基本方針」を作成し

て、いじめを未然防止する対策をとっています。教職員の研修はもちろん、保護者

の皆様にも啓発を行っていきます。 

 

□■ＰＴＡ・地域の皆さんと一緒に！■□ 

伊達小といえば「幼稚園・保育所交流」「中学校区連携」 
伊達小では、市内幼稚園・保育所と年間を通して交流をしています。 

「だてしょうに、きたことあるよ！」…入学時のこの安心感こそ、スムーズな接続

の目的です。幼児との交流のおかげで、「お世話をしよう！」という在校生の心も育

っています。また、伊達中学校とも授業参観や乗り入れ授業などを通し、スムーズ

な接続を図っていきます。 

地域の「ちから」 
放課後や長期休業中に行う「ふるさとふれあいイベント」では、「ふるさと先生ボ

ランティア」を講師に、様々なイベントを開催しています。親子で参加する方もた

くさんいらっしゃいます。 

 朝の読み聞かせ、図書整理に加えて、七夕や節分集会など、陰に日向に大活躍の

「図書ボランティア」さんは、みんなの人気者です。 

 伊達小の玄関ロビーは「アートギャラリー」として地域に広く開放しています。

「美術ギャラリーボランティア」が作品を展示しています。校内には地域のアーテ

ィストの作品がいっぱいです！ 

地域の力で情操教育が進んでいます。 

 

1. 個別最適な学びと協働的な学びの充実 

※「自由進度学習」の試行（５・６年生） 

2. 伊達市学力テストの結果分析に忠実に基づいた授業改善 

3. 学校 DX への対応（チャレンジテストを含めた MEXCBT 活用での

習熟時間の確保） 

4. 総合的な学習の時間の改善（だて学との連動・探究的な学習過

程の確実な実施） 

5. 家庭での学習時間確保（学校での学習内容の定着に向けた取

組） 

 
「全国学力・学習状況調査」や「伊達市学力テスト」等の結果から見えた課題から、令

和４年の重点内容は、以下のようになっています。 
【国語科】「漢字を正確に書くこと」 

「文章を書くこと」 

【算数科】「四則計算」 

     「問題読解」（言語の図式化） 

これらの内容を確実にするための授業改善に全校で取り組んでいきます。 

 本校では、道徳教育を学校づくりの柱の一

つとして教育活動を展開しています。 

 毎週の「道徳科」の授業を道徳教育の要と

して、学級はもちろん、校内分掌組織が道徳

教育を意識して各種教育活動を推進します。 

 また、学校・家庭・地域において①自尊心

を高めることができる、②自分で考え判断し

行動できる子供を育てることを重点目標とし

て取り組んでいます。 

「道徳科」の時間では、行動を教え込むの

ではなく、あくまで「自分自身を見つめるこ

と」を大切にします。目指すべき姿は分かっ

ていても、そうできない自分自身の心を見つ

め、その心を言葉にして交流していく。 

…これらを通して道徳性を高めていきます。 

学校生活を送る上で必要な生活習慣 

【伊達小学校 ４つのあ】 

 

〇あんぜん…登下校の仕方、通学路を守 

る、廊下歩行・右側通行など 

〇あいさつ…明るく元気な挨拶、返事、話 

を聞く、職員室に入るときの作法など 

〇あつまり…時間を守る、時間の中で清 

掃を終えるなど。 

〇あとしまつ…整理整頓する、清掃用具

を片付けるなど。 

Ⅰ 道徳教育の視点から Ⅱ 生徒指導・生活指導 

8:15 
 

朝活動 

8:25 

朝の会 

8:35 

１時間目 

9:25 

２時間目 

10:10 

中休み 

10:30 

３時間目 

11:20 

４時間目 

12:05 

給 食 

12:50 

昼休み 

13:05 

５時間目 

13:55 

６時間目 

14:40 

帰りの会 

14:50 

清 掃 

15:05 
下 校 

 

※
日
課
は
、
こ
の
他
に
「
集
会
日
課
」
が
あ
り
ま
す
。 

 伊達小学校には、特別支援学級として 

・はるにれ学級（知的障がい学級）  
・けやき学級（自閉症・情緒障がい学級） 
・もみじ学級（肢体不自由学級） 

があります。特別支援学級では、 

社会生活に必要な力を身に付けることを目指しています。また、それぞれの教室での

学習はもちろん、交流学級でも一緒に勉強する機会を大切にし、集団活動の大切さを

学んでいます。 

また、通級指導教室「ことばの教室」もあり、１対１での指導を進めながら、コミ

ュニケーションの力などを育成しています。発音や友達とのコミュニケーションの面

で気になることがありましたら、いつでもご相談ください。 

校内には、「支援員」も配置されています。学習活動上の支援が必要な場合に、サ

ポートに入っています。  

 

 


